
予算要求資料
平成３０年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費　　　
	事業名　郷土を知り学ぶ機会創出事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　環境生活部　図書館　管理調整係　電話番号：058-275-5111（内291）

　　　　　　                        　E-mail：c21803@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　5,478千円（前年度予算額：6,200千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産
収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	6,200
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,200

	要求額
	5,478
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,478

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
県図書館は、平成２８年度から情報共有・発信型図書館実現に向け、郷土を知り学び、ふるさとへの愛着を育む機会を創出し、県民のふるさとへの誇りや愛着を醸成するための事業を実施している。
平成３０年度は、これまでの取組に加え明治１５０年の機運を盛り上げるための事業を展開する。
（２）事業内容

　　　以下の事業において、明治１５０年に関連する内容についても実施する。

ア．郷土作家トークイベント　　　　　　　　　　　　　　　
中山道や関ヶ原合戦をテーマに、冲方丁や中村航などの郷土作家とゲストスピーカーを招いたトークイベントを開催する。

イ．郷土作家企画展示　「飛山濃水の文学　明治・大正・昭和の郷土作家１１人」
　　　　　坪内逍遥をはじめとする明治、大正、昭和の郷土作家11人とそれぞれが残した「言葉」を紹介するパネルのほか、作家の愛用品などを展示。
　　　　　また、特集コーナーを設け明治期の街道や人物、世相などを紹介するとともに、中山道関係の図録を作成する。
　　ウ．明治１５０年　ロダンと花子展    　　　　　　　　　  
　　 明治の激動の時代に、ヨーロッパと日本の文化の架け橋となった岐阜県ゆかりの女性の功績を展示、リレートーク等により紹介する。

エ．おとなのための岐阜学講座

　　　　　「ロダンと花子」に関するリレートークをはじめとして、明治に関連したテーマについて、岐阜県の歴史、文化を発信する。

　　オ．ふるさと岐阜　古地図散歩

「関ケ原合戦ゆかりの地」・「ヨハネス・デ・レーケゆかりの地」

　　　　　当館所蔵の古地図を手に岐阜、関ヶ原、海津において歴史の痕跡を探しながら散策する。

　　カ．なつかシネマの上映

　　　　　「ロダンと花子」の他、中山道、明治時代を舞台とした映画作品を中心に、当館が所蔵する貴重なＶＨＳ、無声映画等を上映する。

（３）類似事業の有無
　　　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	349
	講演会及び講座の講師料等

	旅費
	229
	講演会及び講座の旅費、企画展示の業務旅費等

	需用費
	1,151
	消耗品費、講師飲料、図録印刷費等

	役務費
	818
	輸送料、保険料等

	委託費
	2,745
	展示物制作業務委託、講演会場運営委託、図録資料撮影等

	使用料・賃借料
	　　186
	著作物使用料等

	合計
	5,478
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
○「教育ビジョン」の「基本目標２（１）心の教育の充実と望ましい人間関係を築く力の向上」における「取り組むべき主な施策 eq \o\ac(○,3)読書活動の推進」
　　　「基本目標５（１）文化活動の推進、（４）生涯学習の推進」
○「長期構想」における政策の目的：新たなふるさとの誇りを生み出すために、文化の薫り高いふるさとづくりに取り組みます。
事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　明治１５０周年を契機に明治期を中心に本県の歴史や文化を発信するためのイベントを開催し、県民のふるさとへの誇りや愛着を醸成することを目指す。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業
開始前
	指標の推移
	現在値

(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	ﾄｰｸｲﾍﾞﾝﾄ参加者数

（多目的ホール定員）
	
	
	
	
	600人（H30）
	

	郷土作家展示入室者数（各ｸｰﾙ、約3ｹ月）
	
	
	
	
	7500人
(H30)
	

	ロダンと花子参加者

（全イベント計）
	
	
	
	
	5000人
 (H30)
	

	古地図散歩参加者数（各回20人×3回）
	
	
	
	
	60人
(H30)
	

	上映会参加人数（各回70人程度×12回）
	
	
	
	
	800人
(H30)
	

	岐阜学講座参加者
	
	
	
	
	300人
(H30)
	


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

郷土作家展示（現代）、郷土作家講演会、岐阜学講座、なつかシネマ、古地図散歩などを実施中。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　各事業の募集参加状況は好調であり、県民が県出身の作家や郷土の歴史・文化に関心をもつきっかけとなっている。

	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
　○：必要性が高い　　△：必要性が低い

	(評価)

○

	県民が郷土に親しみと誇りを持つことは重要であるが、岐阜県出身作家や、岐阜県の風土、歴史遺産に対する県民の認知度は必ずしも高くなく、それを周知する機会や手段がない。また、明治１５０年を迎えるにあたり、機運を醸成する事業の実施が必要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおりまたはそれ以上の成果が得られている

　△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている　　△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
「近代化・産業」「伝統・文化」といった切り口で、近代日本の立ち上げに貢献した岐阜県ゆかりの人物、プロジェクト等にスポットを当て、明治以降の先人達の歩みやフロンティア精神を知り、次世代に継承するとともに、本県の伝統や歴史、文化を発信する契機とする必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

岐阜県長期構想においても、多くの県民が「清流の国ぎふ」への誇りと愛着を持つ社会を目指している。そのためには、郷土を知り学び、ふるさとへの愛着を育む機会を継続的に創出することが求められており、本事業については、当分の間、実施する必要がある。



